








その他のタイトル Teaching Instructions of Arithmetic for
Physically Challenged Children with
Difficulties in Visual Perception : A
Verifying the application of teaching method
used in special needs education school for the







を取り入れた指導方針を量と測定領域で検証することを I~I 的とした。視覚認知機能の難しさのある肢体不!とI El=19己の算
数字トの指導方針は、①多感覚の活用、②基準を作る、③言葉で表現する、の 3つが主主主Itされた。しかし、 3つの指導










































夫が示されてきた (Table1. Fig. 1)。
Table 1 r完えにくさJに対する配慮工夫
(1)段初に見る恭点を lij=Jらかにする




(6) 身体の正ド1 1 線を意i~fをする
(7)提示にはゆっくり i時間をかける
( 1:1)しら、 2009) 








































































































. ~H めのおi を捉えたり、 iíW写したりすることが苦手で、特
に{乍|習をすることは難しし iO
また、対象学級に行った小学 3年算数字1-， I~I 





























"長 対象児 A • 
率 40 Y~nt B A. 
20 
~lt í'j!t~ C 濁
~lt fl't D × 
iノIEij千、 I五i • 。~ 一一一一「一一一一一一一「一一一一一一「一一一一一一一「 一一一一「










25 一 一ー ら守奇守
。







































































i立と iHlJj巨の j主 i床を ~W 均年し、Jlíーさの判定ができるようにす
フペ。。
イ 1ft:さのqij:¥! (グラム (g)、キログラム (kg)) につい
てう:1ること。
本主ì~- -Tê は、学習指導要領の記述に基づき重さの ~I土佐
(グラム (g)、キログラム (kg)) を1又り|二11'、付c:.1険や
会的なを通して主さについて翌日解し、その普通単























































































































































































































対象児 A は、①多感覚の川を泊した体 I.t~ひねな放的
活動により、欲をって綬ざたに参加!することが見られ
た。 J受業 11 1 に休_l lj~~(1なな算数(1なiljucl)をした後は、さにつ
いての発日ョを将司í~~(1'0にすことが見られた。このような
什〉多!ぷの ì ，~')IJ を通した体n9~(1なな数I'i'Jì百出J と、
での夫JLを通した発 1iでは、これら 2つを通して、 2]:さ






jは泌1宗5まる柏係が;比よらjした O このように、 ③刀}ぜ引J主Nルi
にfわ行rつたシ一ソ一の休験が、 j北七}絞i佼史する;乙むむυ.
り、中;さの!ぷを :JY-治、にしたと与えられた。
j行持lI.n'¥]8 I.lj':I¥] 1 1における抗さの iji'JL:のまとめでは、
テストを行ったコそのまil(民、 ifi_:さのを1¥jう 1¥J!Wにil':
できたけ)肢体不，'，JI ~I~ の ;li:肢は、主主イij、乙からくる





対象児 Atこ対して U' 、le1liを行わせ、発三のi人l京子




















また、 CET の結果、 rY~J心立;次.~岳!支の 1l\:: いことが








































本研究は、岡本ら (2013 、 2014) の 1~lllラ領域と対象領
域を変え、量と yJ!IJ定領域「重さの単位と測定jで行うこ
とで、 3つの指導方針を1食した。





































































































































































ト・教材教具等の)肢体不 1~1 1t1 児童・生徒への適用に|弘jする研究
( 1 )一肢体不 I~IFI=児J'i':.生徒の持つ「見えにくさjに視覚障
害で蓄積された教材教具等を適用した指導j去の試行へ波大学
特別支援教育研究 2. 58-62 












ぽ~1~:校 liH')'U:己~， 44 
筑波大学11~Jがj王 *IJ:))IJ支伝学校 (2012) 筑波大学lí(:J属桐が|王特別支
J震学校liJ[究紀要， 45 
松本美徳子・丹治j主義 (2011)視覚蹄書!lJアセスメント・教材教
具等の JJ支体不 I~I 山児童. il三徒への適!l1に供jする1iJI=j't(4) 一



















(5) ~I~);なの身体の ÚI)J きや意思の表 iJ:'1 の状態等に )，D じ
て、適切な補助JlJ具や初日IjJ的手段を工夫するとと
もに、コンピュータ等の情報機器などを有効にiS
F1I し、 j 日当Lの効果を !~~iJ めるようにすること。
*指導方針①②③は、①多感覚の活JlJ、②基準を作る、
での去Jiを去している
石田j笥子 (2009)1_;gI=J三をとらえることに難しさのある子どもに対 大学特別支~Ú教育研究， 5， 27-35 
する指導，筑波大学I;!J}，引河が丘特別支援学校研究紀要. 45， 松本美拍子・丹{f:i:主義 (2012)述JHiJI究[見えにくさjのあるJ支
7-12 体不 I~I [1:1 Y己に対する社会科の指導一肢体不1=11特別di桜子す:校と
一木葉 (2009)肢体不自EI:IY己の教科指導(1 )障害特性が教科指 視覚特別l支夜学校との述脱liH先の取り去1み，筑波大:.1:特日Ij支媛
導に及ぼすt1~.~~ÿ.，肢体不 I~i 13:教育， 187. 46-49 教育研究， 6， 20-28 
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